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自動降灰量計の開発について

コンサルタント国内事業本部　名古屋支店 技術部　田島　靖久　他
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○概要

活火山の多い日本では、 降灰量を自動観測する機器の開発が必要であった。 水中に火山灰を堆積させ降灰量を自動

観測する機器を開発し、 長期に渡り安定した降灰量観測を行えることを確かめた。

○技術ポイント

自動降灰量計によって、 火山噴火による降灰量観測を長期に渡り、 安定的に実施できる。 また、 火口近傍への事前設

置により、 安全に火山近傍での降灰量観測が可能となる。

① 自動降灰 ・ 降雨量計による±1mm の降灰量観測 （安定した長期の降灰量観測）

② 携帯電話や光ファイバによる通信機能 （リアルタイム観測）

③ 雨量観測および火山灰平均密度観測 （多項目観測）

④ 寒冷地対策を施した自動降灰 ・ 降雨量計 （寒冷地における降灰量観測）

観測に際しては、 観測位置の環境 （上空の開閉状況、 通信、 電源、 年間の気温、 等） を把握したうえでの設置を行う。

寒冷地型では ､ 商用電源が必要となる。

○図 ・ 表 ・ 写真等

通常型の自動降灰 ・ 降雨量計に、 ラバーヒーターを設

置し、 氷点以下においても降灰量の観測を可能とした機

器である。 温度管理による、ヒーターの ON、OFF を行い、

捕灰容器内の水の温度を安定化させている。 寒冷地型に

は、 安定した商用等の電源が必要となる。

水位計による容積、 ロードセルによる重さ計測を行い、

計算によって火山灰と水の重さを分け、 降灰量と雨量を

自動的に観測する機器である。 長期に安定して、 ± 1 
mm の降灰量観測が可能である。 通信は、 携帯電話、

光ファイバを用いて行える。 太陽電池パネルを用いること

によって、 火山近傍でも設置可能となる。

自動降灰 ・ 降雨量計 （通常型） 自動降灰 ・ 降雨量計 （寒冷地型）
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